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　ラグビ－は15人対15人の陣取りゲ－ム。試合時間は前半40分、後半40分の計80
分で行われます。前進する方法は「ボ－ルを持って進む」「ボ－ルをキックする」の２通り
で、味方へのパスは後ろのみ。前にパスすると「スロ－フォワ－ド」という反則となります。
こうしてボ－ルを運び、相手ゴ－ルラインを越えたら「トライ」となり5点が与えられます。

　世界三大スポーツイベントである、ラグビ－ワ－ルドカップがはじまります。
　前回2015年のイングランド大会で、日本が優勝本命であった南アフリカを相手に、終了間際のラストワンプレイでトライ
を決め、歴史的な逆転勝利をあげたことは記憶に新しいと思います。
　そのラグビーワ－ルドカップがいよいよ日本で開催されます。

初心者でもわかるラグビ－のル－ル

　静岡市のイタリア代表チ－ム合宿をはじめ、浜松市・掛川
市・磐田市・御前崎市も公認チームキャンプ地として決まっ
ています。

●「小笠山総合運動公園エコパスタジアム」
試合日程と対戦組み合わせ

世界的なイベントが静岡にもやってきます‼

ラグビ－ワ－ルドカップ 2019 日本大会
TM

　日本大会（主催＝ワールドラグビー）は9月20日～11月2日、全国の12都市（12
会場）で、参加20チームにより行われます。開幕戦（日本対ロシア）は9月20日に東
京スタジアムで、決勝戦は11月2日に横浜国際総合競技場で行われます。初のア
ジア開催、ラグビー伝統国以外での大会として世界中の注目を集めています。
　静岡県開催の初戦は9月28日の日本対アイルランド戦です。

9月28日㈯ 日本 ｖ アイルランド｠

南アフリカ v イタリア｠

スコットランド v ロシア｠

オーストラリア v ジョージア

16 ： 15～

18 ： 45～

16 ： 15～

19 ： 15～

10月4日㈮

10月9日㈬

10月11日㈮

開催日 時間 対戦

トライ

相手チ－ムのインゴ－ル
にボ－ルを持ちこむ

５点
コンバ－ジョン
ゴ－ル
トライの後に与えられる
キックによるゴ－ル

2点
ペナルティゴ－ル

相手の反則によって与えられた
ペナルティキックによるゴ－ル

3点 ドロップゴ－ル

プレ－中にワンバウンドさせた
ボ－ルをキックして狙うゴ－ル

3点

　5月18日（土）18時～、チケットの第三次一般先着販売も始まります。また、静岡市「駿府城公園」と浜松市「ソラモ」「えんてつホール」
では、パブリックビューイングやラグビー体験等を楽しめる「ファンゾーン」も設置されます。

一生に一度の世界的イベントを肌で感じ、みんなで盛り上げていきましょう‼

「4年に一度じゃない。一生に一度だ。」
（ONCE　IN　A　LIFETIME）

キャッチコピー

「絆　協創　そして前へ」
（Connect　Create　Go　Forward）

大会ビジョン

当所では、藤枝市内小規模事業所の経営動向を把握するため、四半期ごとに景況調査を実施しています。

平成３1年１月～３月期の調査がまとまりましたので、概要を報告します。

※本調査は、製造業・建設業・卸売業・小売業・サービス業の５種200社を対象に行っています。今回の回収率70.5%

【主要な表現について】

○業況判断：調査対象企業が自らの業績に下した判断。　○ＤＩ値：( 増加・好転と回答した割合) － ( 減少・悪化と回答した割合) 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　悪化すればするほどＤＩ値は▲ ( マイナス ) になります。

業況判断の動向（表1）：全産業での業況は、DI値▲16.2で前回(H30年10月～ 12月)より3.9ポイント減少。今回全業種が
業況DI値マイナスを示しました。原因として特に受注の減少や人手不足があげられました。

全産業売上高の推移：前回▲10.1ポイント(H30年10月～ 12月)から3.5ポイント減少しました。
小売業、卸売業が需要の停滞を指摘し、とくに減少傾向を示しました。

全産業資金繰りの動向：前回▲7.2ポイント(H30年10月～ 12月)から0.7ポイント減少しました。
全業種依然として減少傾向を示しました。

全 産 業 採 算 の 動 向：前回▲19.7ポイント(H30年10月～ 12月)から5.2ポイント改善しました。
今回は「悪化」から「不変」への変化が主因で改善傾向を示しました。

全産業雇用人員の動向：前回▲2.3ポイント(H30年10月～ 12月)から変動はありませんでした。
各業種依然として人手不足を指摘し、従業員の確保が課題としてあげられました。

問合せ先　藤枝商工会議所　経営支援課第一課　TEL：054-641-2000

全業種来期への業況感に
やや減少傾向を示す

平成 31年１月～３月　中小企業景況調査　結果報告書
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全産業◆ 建設業■ 製造業▲ 小売業▲卸売業× サービス業●

業種別業況判断の動向表１

管内全産業の業況
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